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「道民家庭の日」絵画コンクール２０２３ 入賞作品・講評 
 
 

 

■最優秀賞（北海道知事賞） 

  帯広市立柏小学校 ５年 村山 夕樹乃（むらやま ゆきの）さん 

題名：バラ園でピクニック 
 

 講 評  

  色とりどりのバラの花に囲まれながら、おいしそうにおにぎりをほおばる仲良しの家族。

楽しいピクニックの出来事を色鮮やかに描いています。人物とバラの花の配置が工夫され、

印象的な絵に仕上がっています。 

 後ろに咲く花たちも特徴をとらえて描かれ、表現力の高さを感じる作品となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優秀賞（北海道教育委員会教育長賞） 

   七飯町立峠下小学校 １年 蜜谷  楽（みつたに がく）さん 

題名：ぎょうじゃにんにくをとったよ 
 

 講 評  

  家族で行者にんにくを採りに行った時の楽しかった様子が画面全体から伝わってきます。 

 行者にんにくの一つ一つや地面のつぶつぶがたいへん丁寧に描かれており、詳しく思い 

出しながら夢中になって描いた姿が浮かんできます。 
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■特別賞（キユーピー賞） 

  苫小牧市立清水小学校 ５年 尾崎 帆波（おざき ほなみ）さん 

題名：久々！親せきの集まり 
 

 講 評  

  数年ぶりに親戚のみんなが集まり、にぎやかで楽しい団らんのひと時を描きました。 

  詳しく描かれた美味しそうな料理を囲む動きのある一人一人の表情から、楽しい話し声

や明るい笑い声が聴こえてきそうです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  釧路市立鳥取西小学校 ２年 下山 真空（しもやま まそら）さん 

題名：家族で見たジンベエザメ 
 

 講 評  

  美ら海水族館で家族一緒に見た、ゆったり泳ぐ大きなジンベエザメが真空さんの心に残 

りました。家族の笑顔と共に泳いでいる色とりどりの魚たちもニコニコしています。 

やさしい色づかいも、家族のあたたかさが伝わってくるようです。 
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■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  旭川市立陵雲小学校 ３年 花岡 栞杏（はなおか しあん）さん 

題名：ひさしぶりのお休み 
 

 講 評  

  のんびりと過ごす休日のひと時を、縦に連なるユニークな構図で表現しています。 

  画面にちりばめられた水玉が、犬も含めた家族みんなが同じ夢をみているようなほのぼ

のとした世界観を広げている秀作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  七飯町立峠下小学校 ６年 内村 栞奈（うちむら かんな）さん 

題名：家族みんなでハイチーズ！！ 
 

 講 評  

  家族４人おでかけで記念撮影。木々の緑と草原が広がる様子がていねいに描かれていて、

そこにさわやかな風が吹いてくるような感じがします。 

一人一人の洋服の模様や手のしわ、表情などくわしく見て描くことができました。 
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■最優秀賞（北海道知事賞） 

  北斗市立浜分中学校 ２年 菊池 美穂（きくち みほ）さん 
 題名：「みて、みて、泳いでるっしょっ！」  

 
 講 評  

  笑顔とともに絵の中から飛び出してくるような楽しそうな海が観る人を惹きつける作品

です。２人の目線の先にいるのは、誰でしょうか？姉妹の仲の良さはもちろん、家族のつ

ながりも伝わってきます。 

絵の具の重色の効果や色えんぴつのタッチの工夫も含めて高い表現力を感じる力作です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優秀賞（北海道教育委員会教育長賞） 

滝川市立明苑中学校 １年 伊藤 瑠菜（いとう るな）さん 
 題名：北海道の山が大好き 

 
 講 評  

 高山植物に囲まれ、愛犬との笑顔のツーショット。家族で登った山の美しさと瑠菜さん
の弾ける笑顔が印象的です。 
筆のタッチを活かした独特の表現が、作品にインパクトを与え、見る人を惹きつけます。 

  描くことが大好きという作者の気持ちが伝わってくる素敵な作品です。 
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■特別賞（キユーピー賞） 

  帯広市立帯広第一中学校 ３年 村井  楓（むらい ふう）さん 

題名：誕生日パーティーでにっこり 
 

 講 評  

  クレヨンを用いた独特の表現で、誕生日を祝う笑顔の２人を豊かに表しています。 

 画材の特徴を生かし、色の塗り重ねによって顔の微妙な表情を表現し、中学生らしい作 

者の個性が感じられる作品となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  函館市立北中学校 １年 宮本 紗羽（みやもと さわ）さん 

題名：仲良くべー！ 
 

 講 評  

  真似をしたのか？それとも偶然か？  家族で一緒にいるとこんな楽しい時間を見つけ

られるのかもしれません。男の子の髪の毛や犬の毛並みなど、細い筆を使って繊細に描き

ました。また、それぞれの表情も生き生きとした特徴をとらえています。 

  全体的に陰影をつけて立体感も表現できており、手を伸ばしたら届きそうです。 
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■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

美幌町立美幌中学校 ２年 中條 流華（ちゅうじょう るか）さん 

 題名：家族で楽しいお花畑 
 

 講 評  

  明るく左右に塗り分けられたグラデーションの背景に、５人の家族ときれいな花たちが
くっきりと表現されています。 

  イラスト風にまとめられた鮮やかな画面からは、中央に大きなハートのように、幸せい
っぱいの明るさと優しさが伝わってきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■優良賞（北海道青少年育成協会会長賞） 

  北斗市立浜分中学校 ３年 前  安里（まえ あんり）さん 

 題名：お花見 
 

 講 評  

  春のやわらかな陽射しを受けながら花見を楽しんでいる２人の姿がとても微笑ましくて 
ステキです。家族で一緒に出かけるこの日が来るのを、心待ちにしていた様子が伝わって 
くるようです。 

  ていねいに描き込まれた樹木や緑の表現や２人の表情の豊かさが、この作品を一層素晴 
らしいものにしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


